
文京地区エリアサポーターは、区域内の民生委員児童委員とエリアサポーターとの合同研修会

を企画し開催しています。 

＜第一回＞ 令和3年8月18日（終了） 

①経済格差 赤平市「生活保護」「教育扶助」の現状 

②エリアサポーターの活動について 実際にどのような活動を展開しているか  担当：黒坂 

 

＜第二回＞ 令和3年10月20日 

①介護問題について 提言者：地域包括支援センター 永川センター長 

     ・要支援・要介護の認定数 

     ・各段階の基準・特徴・体力の違いについて 

     ・交流 

②実例研修  

 はじめに、永川センター長から介護申請からサービスを受けるまでの流れや、要介護度別の身

体状況の目安などの説明がありました。その後、介護度別に入所できる市内の老人施設の紹介も

あり、いただいた資料を皆さん真剣にご覧になっていました。 

 実例研修では、実際に文京地区であった事例を基に意見交換されていました。 

 次回は、11月17日に開催されます。 

緊急事態宣言が解けて、徐々にサロンや運動教室が再開されてきています。 

大切なのは、感染対策の基本をしっかりと励行する事ですね。ワクチンを打った

か打たないかの差別はせず、フレイル予防のためにも身体を動かし、密を避けて

人との会話を楽しみましょう！ 


